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推進の委員会（仮称）
構成：科学技術イノベーション政策等の有識者。必要に応じて、関係機関や関係有識者等も参加。
役割：文部科学省に対する助言（基本的方向性等）。重点課題の設定に当たっては、最初に、重点課題設定に係る基本的な方針について議論・助言する。

統括会議（仮称）
構成：各プログラムの責任者等（NISTEP、RISTEX、CRDS）、拠点、文部科学省。
役割：各プログラムの実際の運営に関する調整。重点課題の設定に当たっては、各プログラムの実施者として、課題案を調整し、設定された課題内容について、

具体化・調整を行う。

文部科学省
役割：SciREX事業の執行（事業全体として）。重点課題の設定に当たっては、推進の委員会からの基本的な方針に係る助言を受け、統括会議等との調整を経て

から課題を設定する。設定に当たっては、基本計画等を勘案して、重点課題を包含する重点的に取り組むべき領域を設定しておく。

CRDS

GRIPS 一橋 東大

阪大・京大 九大

基盤的研究・人材育成拠点

科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業の今後の推進方策について（事務局整理）
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政策リエゾン

重点課題設定に資する提言など

中央省庁 政治家地方公共団体 アカデミー 産業界学会



【重点課題の設定・実施】

推進の委員会で、重
点課題設定に係る基
本的な方針について
議論・助言

各プログラムの実施
者等、拠点、文部科
学省が、政策リエゾ
ンも加えて、SciREXセ
ンターの場を活用し
て重点課題案を検討

文部科学省で重点課
題を設定

（推進の委員会に報
告）

※今年度は新体制へ移行する期間であるため、本スキームによらない場合もある。

プロジェクトの実施

（推進の委員会等に
進捗を報告）

統括会議等で、重点
課題に沿ったプロ
ジェクトの実施方針を
調整

【重点課題等のイメージ】

領域２
（e.g.科学技術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝと社会）

重点的に取り組む
べき領域

推進委員会による方針の議論を経て、基本計画、総
合戦略、日本再興戦略等を勘案して、重点的に取り
組むべき領域を設定

設定に当たっては、各プログラムの実施者等
（NISTEP、RISTEX、CRDS）、拠点、文部科学省が調整
し、想定される重点課題や個別プロジェクト等と調整

重点課題
各プログラムの実施者等（NISTEP、RISTEX、CRDS）、
拠点と文部科学省が、政策リエゾンも加えて、SciREX
センターの場を活用して調整の上、重点的に取り組
むべき領域に沿って設定
設定に当たって、想定される個別プロジェクトを勘案

個別プロジェクト 重点課題に沿って、実施方針を統括会議等で調整
の上、各プログラムにおいて実施
２～３年程度での実施を想定

領域１
（e.g.科学技術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝと成長戦略）

領域３

重点課題１
（e.g. 科学技術ｲﾉﾍﾞｰ
ｼｮﾝの経済効果測定）

重点課題２
（e.g. ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
のｲﾝﾎﾞﾙﾌﾞﾒﾝﾄ）

重点課題３

プロジェ
クト４

プロジェ
クト２

プロジェクト３
（e.g. ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ
の対話手法開発）

プロジェクト１
（e.g. 産学連携のﾒｶﾆｽﾞ
ﾑの解明と制度設計）

推進の委員会の基
本的な方針等を踏ま
え、文部科学省が重
点的に取り組むべき
領域を設定

基本的な方針 重点課題の設定の方向性や設定に当たり留意すべき点などを、方針として助言
（e.g. 「総合戦略2015で掲げる分野を考慮すべき」など）

領域を細かく
具体化したもの

重点課題の解決に
資する具体の取組
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相互で調整

相互で調整


